
府立八尾支援学校の狭あい化・教室不足の解消および教育環境の

改善をはかり、中河内地域に適正規模の府立知的障がい支援学校

の新設等を求める意見書  

 

大阪府立八尾支援学校は、八尾市および東大阪市を通学区域としているが、

想定している学校規模を大きく上回る児童生徒が在籍し（今年度 423人）、大

規模化・狭あい化のため、教室不足等を引き起こし、児童生徒の学習環境が著

しく悪化している。  

以下、その具体例を挙げる。 

１、トイレすらない老朽化したプレハブ校舎を50年使い続けている。  

２、図書室は授業で使用するため、子どもたちがゆったりした空間で好きな

本に出会い楽しむことができない。  

３、特別教室を普通教室に転用しているため、学校に必要な特別教室のほと

んどが普通教室に転用されている。同校小学部では体育館等の使用は中

学部・高等部が優先で、体育の授業を運動に適さない普通教室で行わざ

るをえない状況にある。  

４、トイレも不足しており、児童生徒の日常生活に支障が起こっている。 

５、教室不足のため、標準を超えた児童生徒数でクラスを編成せざるをえな

い。例えば、小学部の標準は１学級６人以下だが、今年度の小学部 23学

級中21学級が標準を上回る人数で編成されている。中には、児童９人・

10人で編成している学級もある。  

６、高等部が使用するプレハブ校舎では、１つの教室を間仕切りして２教室

分として使用している。 

 さらに、同校の校舎の老朽化は激しく、雨漏りなどで天井が傷み、昨年度は

小学部の教室の天井が崩落するという事案も発生した。たまたま、週末であっ

たため事故は起きなかったが、課業中であれば児童生徒の怪我につながった可

能性もある。加えて、今年度はプレハブ校舎の窓枠が落下するという事案も起

こっている。 

同校の保護者の中から、老朽化による子どもの安全・安心への不安、学習環

境の悪化に対する不満の声が上がっている。  



 令和７年３月30日、東大阪市定例議会において、大阪府知事宛「東大阪市に

小学部・中学部・高等部の３学部を設置した府立知的障がい支援学校の新設を

求める意見書」が全議員の賛成で決定された。加えて、東大阪市教育委員会に

おいても、同様の要望を大阪府に上げているところである。  

 今年度、八尾支援学校の在籍者数は 423人であり、そのうち東大阪市在住の

児童生徒数は 211人となっている。 50万に近い人口を擁する東大阪市において、

知的障がい支援学校が新設されれば、八尾支援学校の狭あい化・教室不足の改

善につながる。  

 加えて、大阪府学校教育審議会は知的障がい支援学校の適正規模を 150人～

200人としている。行き届いた教育・安全安心の教育のため、同審議会の答申

を踏まえた、適正規模の新校を設置するべきである。  

 よって、以下の項目の実現を強く求めるものである。  

 

記  

 

１ 大阪府は、府立八尾支援学校の狭あい化・教室不足を解消するため、中河

内地域に新たな府立知的障がい支援学校を設置すること。  

 

２ 大阪府は、府立八尾支援学校の改築等を早急に行い、安全・安心の教育環

境を整備すること。  

 

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。  

 

令和８年３月27日 

 

大阪府八尾市議会  

 


